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A-Policy

事
業
環
境
と
課
題

　

本
県
農
業
生
産
の
状
況
は
、一
部
で
は
経

営
規
模
の
拡
大
や
法
人
化
の
進
展
が
見
ら

れ
ま
す
が
、総
体
的
に
は
生
産
者
の
高
齢
化

に
よ
る
経
営
規
模
縮
小
等
の
影
響
が
大
き

く
、生
産
基
盤
の
脆
弱
化
が
続
い
て
い
ま
す
。

生
産
力
維
持
に
向
け
、販
売
価
格
の
確
保
と

生
産
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
業
所
得
向
上

が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
基
づ
き
、農
業
者
の
自
由
な
経
営
・
規
模

拡
大
・
法
人
化
等
に
よ
る
強
化
を
図
る
た
め
、

様
々
な
制
度
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
は
そ
の
存
在
意
義
を
示
す
た
め
、

真
に
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
に
評
価
さ
れ
る
事
業

に
取
り
組
み
、改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

消
費
流
通
面
で
は
、人
口
減
か
ら
の
需
要

減
少
に
加
え
、消
費
形
態
の
多
様
化
が
進
み
、

安
定
的
で
効
率
的
な
供
給
が
必
要
な
業
務

加
工
需
要
と
、需
要
変
動
と
産
地
状
況
に
即

応
し
た
小
売
需
要
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
す
。加
え
て
、卸
売
市
場
に
も
国
は
改
革

の
目
を
向
け
、今
後
の
流
通
の
変
革
は
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
国
内
産
地
に
目
を
向
け
る
と
、本

県
以
上
に
生
産
基
盤
が
脆
弱
化
す
る
産
地

や
、温
暖
化
か
ら
の
作
柄
低
下
や
輸
送
事
情

の
悪
化
が
深
刻
な
産
地
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。し
た
が
っ
て
、本
県
の
地
理
的
・
気
象
的

な
メ
リ
ッ
ト
は
拡
大
し
て
い
る
品
目
が
多

く
、実
需
者
や
市
場
か
ら
の
期
待
は
大
き
い

と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
需
要
や
流
通
の
多
用
化
と

同
じ
く
、産
地
に
お
い
て
も
生
産
者
の
階
層

分
化
や
経
営
の
多
様
化
が
進
み
、そ
れ
ぞ
れ

に
異
な
っ
た
生
産
者
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、需
給
調
整
力
の
発
揮
と

共
に
、生
産
者
毎
の
異
な
る
ニ
ー
ズ
と
需
要

を
結
び
つ
け
る
生
産
販
売
企
画
の
提
案
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
重
点
取
り
組
み
事
項

　

前
述
し
た
課
題
に
対
し
、次
の
４
点
に
つ

い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑴ 

生
産
基
盤
の
維
持
拡
大
の
た
め
の
多
収

穫
省
力
化
栽
培
や
施
設
化
の
推
進
な
ら

び
に
計
画
生
産
の
徹
底
。

⑵ 

共
販
率
向
上
に
向
け
た
集
荷
対
策
と
し

て
、多
様
な
生
産
者
へ
の
販
売
企
画
提
案

の
実
施
。

⑶ 

業
務
加
工
需
要
へ
の
対
応
強
化
・
長
期
貯

蔵
販
売
・
海
外
輸
出
な
ど
に
よ
る
商
品
提

供
力
の
強
化
。

⑷ 

Ｊ
Ａ
・
県
本
部
一
体
と
な
っ
た
長
野
米
集

荷
の
推
進
と
販
売
力
の
強
化
。

事
業
計
画
必
達
方
策

 

29
年
度
事
業
計
画
必
達
に
向
け
、次
の
５

点
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑴ 

営
業
課
及
び
販
売
事
務
所
の
営
業
情
報

を
基
に
、大
規
模
生
産
者
・
農
業
生
産
法

人
等
へ
の
品
目
提
案
・
販
売
企
画
提
案
及

び
適
正
生
産
推
進
品
目
の
代
替
品
目
提

案
を
行
い
、生
産
数
量
の
確
保
及
び
生

産
・
販
売
の
計
画
性
と
品
目
の
多
用
化
を

図
り
ま
す
。

⑵ 

需
要
に
応
じ
た
品
目
の
優
良
な
苗
木
・
種

苗
・
種
菌
の
供
給
体
制
の
整
備
と
強
化
を

図
り
、計
画
的
生
産
振
興
を
進
め
生
産
基

盤
の
維
持
拡
大
を
図
り
ま
す
。

⑶ 
長
野
県
農
産
物
の
売
り
場
拡
大
に
向
け
、

機
能
あ
る
卸
売
会
社
や
仲
卸
と
の
連
携

を
強
化
し
、実
需
者
に
対
す
る
総
合
品
目

的
な
営
業
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、業
務
・

加
工
需
要
へ
の
対
応
を
進
め
る
と
と
も

に
、長
期
貯
蔵
販
売
、買
取
販
売
、海
外
輸

出
等
へ
の
事
業
展
開
を
行
い
ま
す
。

⑷ 「
信
州
三
ツ
山
マ
ー
ク
」「
信
州
力
」「
総
合

宣
伝
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」
な
ど
を
利
用
し
、

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向

上
を
図
り
、品
目
横
断
に
よ
る
総
合
宣
伝

を
強
化
し
ま
す
。

⑸ 

米
30
年
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
結
果
を
実

行
す
る
と
と
も
に
、長
野
米
の
品
質
向
上

と
実
需
者
確
保
を
一
層
強
化
し
、長
野
米

の
安
定
的
生

産
・
販
売
を
確

保
し
ま
す
。

28
年
度
事
業
実
績
お
よ
び
29
年
度
事
業
計
画

　

平
成
28
年
度
の
野
菜
花
き
課
取
扱
実
績

は
、６
９
２
億
円（
計
画
比
１
０
９
％
、前

年
比
95
％
）と
４
ヵ
年
連
続
で
事
業
計
画

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。近
年
、

気
象
変
動
が
激
し
く
生
産
安
定
対
策
、契

約
的
取
引
の
履
行
等
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

大
消
費
地
に
近
い
地
理
的
優
位
性
、標
高

差
を
生
か
し
た
リ
レ
ー
生
産
、南
北
に
広

い
立
地
条
件
等
、地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
多
様
な
品
目
が
生
産
さ
れ
る
本
県
に
対

し
、消
費
地
か
ら
の
期
待
は
一
層
高
ま
っ

て
い
ま
す
。平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
は
、

６
５
４
億
円（
Ｈ
28
計
画
比
１
０
３
％
、Ｈ

28
実
績
比
95
％
）と
し
、中
期
３
ヶ
年
行
動

計
画（
自
己
改
革
工
程
）を
実
践
す
る
と
と

も
に
、本
会
部
署
間
の
相
互
連
携
、Ｊ
Ａ
・

生
産
者
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
提
供
と
意
思

疎
通
を
一
層
強
化
し
、信
頼
さ
れ
魅
力
あ

る
産
地
形
成
を
す
す
め
生
産
者
手
取
り
の

安
定
確
保
を
図
り
ま
す
。

重
点
推
進
方
針

⑴
野
菜（
抜
粋
）

① 

主
力
品
目
の
需
要
に
見
合
っ
た
計
画
生

産
・
計
画
販
売
を
徹
底
し
、販
売
価
格
の

安
定
を
図
り
ま
す
。（
特
に
夏
は
く
さ
い
、

レ
タ
ス
類（
リ
ー
フ
系
レ
タ
ス
））

② 

本
県
に
要
望
の
高
い
果
菜
類（
重
点
品

目
＝
ミ
ニ
ト
マ
ト
、キ
ュ
ウ
リ
）の
遊
休

施
設
利
用
、新
規
栽
培
者
へ
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

③ 

加
工
業
務
原
料
野
菜
の
取
組
拡
大
お
よ
び

多
収
穫
省
力
栽
培
方
式
を
推
進
し
ま
す
。

④ 

中
長
期
的
な
出
荷
予
測
に
基
づ
く
小
売

価
格
誘
導
と
売
り
場
作
り
を
行
い
、消

費
宣
伝
事
業
の
効
果
的
な
実
施
に
よ
る

需
要
の
活
性
化
と
円
滑
な
販
売
に
取
り

組
み
ま
す
。

⑵
花
き（
抜
粋
）

　

本
県
産
花
き
に
対
す
る
市
場
の
期
待
と

評
価
は
非
常
に
高
く
、喫
緊
の
課
題
と
い

え
る
生
産
振
興
を
強
力
に
進
め
る
た
め
、

「
花
き
グ
ル
ー
プ
」と
し
て
広
域
的
な
業
務

展
開
に
よ
る
、販
売
と
連
動
し
た
生
産
振

興
を
行
い
生
産
量
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

① 

Ｊ
Ａ
と
と
も
に
、花
き
栽
培
が
可
能
な

組
合
員
に
対
し
、主
要
品
目
や
地
域
の

特
産
品
目
な
ど
多
様
な
提
案
を
積
極
的

に
行
い
ま
す
。

② 

需
要
の
実
態
を
見
極
め
、多
収
穫
省
力

型
栽
培
方
式
な
ど
商
品
に
見
合
っ
た
専

用
栽
培
の
拡
大
を
進
め
、顧
客
へ
の
取

引
提
案
を
行
い
ま
す
。

③ 

Ｊ
Ａ
長
野
県
と
し
て
の
重
点
顧
客
を
明

確
に
し
、Ｊ
Ａ
長
野
県
と
し
て
安
定
取

引
が
出
来
る
よ
う
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ

た
供
給
販
売
体
制
を
築
き
ま
す
。

④ 

Ｊ
Ａ
営
農
技
術
員
が
生
産
振
興
に
よ
る

生
産
拡
大
、産
地
作
り
に
積
極
的
に
取

組
め
る
よ
う
、技
術
継
承
を
中
心
と
し

た
人
材
育
成
へ
の
一
層
の
支
援
強
化
を

進
め
ま
す
。

平
成
29
年
度 

生
産
販
売
部
事
業
推
進
方
針

平
成
29
年
度 

野
菜
・
花
き
重
点
事
業
方
針
の
取
り
組
み

生産
販売部

野菜
花き課

【平成29年度取扱計画】
　 29年計画 28年計画 28年実績 計画比 実績比

米 穀 19,150,000 18,310,000 17,464,817 105% 108%
果 実 35,460,000 34,510,000 35,632,147 103% 99%
野 菜 花 き 65,475,000 63,365,000 69,274,508 103% 90%
き の こ 24,300,000 24,300,000 22,071,166 100% 107%
営 業 15,000,000 14,500,000 14,269,603 103% 104%
野菜種苗センター 215,000 215,000 222,034 100% 95%
合 計 159,600,000 155,200,000 158,934,275 103% 97%

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

700 

800 

900 

1000 

692.7 

654.7 

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
計画

野菜花き課　事業実績の推移と平成29年度計画（億円）

「量販コギク」
栽培指導
講習会の様子
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重点事業方針



A-Policy

　
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」「
信
州
ア
ル
プ

ス
牛
」「
信
州
ポ
ー
ク
」「
農
協
牛
乳
」「
信
州

産
鶏
卵
」
な
ど
、県
内
で
は
Ａ
・
コ
ー
プ
店
舗

や
銘
柄
取
扱
い
指
定
店
を
中
心
に
、ま
た
、

県
外
で
は
老
舗
の
小
売
店
舗
か
ら
ア
ッ

パ
ー
グ
レ
ー
ド
の
量
販
店
ま
で
、信
州
産
の

畜
産
物
や
酪
農
製
品
は
、多
く
の
皆
様
に
愛

さ
れ
、ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、そ
の
生
産
基
盤
は
、高
齢
化
に

よ
る
廃
業
や
後
継
者
不
足
、素
畜
価
格
や
初

妊
牛
導
入
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、Ｅ
Ｕ
や
米
国

と
の
二
国
間
交
渉
の
進
展
状
況
に
よ
り
、ま

た
も
や
、輸
入
畜
産
物
の
圧
力
が
強
ま
り
そ

う
な
気
配
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、畜
産
酪
農
部

で
は
、29
年
度
事
業
計
画
必
達
を
目
指
し
、次

の
と
お
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

畜
産
酪
農
生
産
基
盤
の
拡
大
強
化

⑴ 

空
舎
を
利
用
し
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
補

完
的
生
産
事
業
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

 

 

28
年
度
は
、２
Ｊ
Ａ
管
内
で
肉
豚
肥
育
農

場
や
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。29
年
度
も
、肉
豚
肥
育
農
場
や

交
雑
牛
肥
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵ 

新
Ｅ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
拡
大
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
の
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
効
率
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

 

新
Ｅ
Ｔ
シ
ス
テ
ム（
ま
と
め
て
移
植
）は
、

28
年
度
１
８
４
頭
の
受
精
卵
移
植
を
実

施
し
ま
し
た
。発
情
発
見（
牛
歩
）や
分
娩

監
視（
牛
温
恵
）、乳
汁
に
よ
る
妊
娠
判
定

な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
新
技
術
の
導
入
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

 

信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
強
化
な
ら
び
に
生

産
コ
ス
ト
削
減
、
生
産
性
向
上
指
導
に
よ
る

農
業
所
得
の
増
大

⑴ 「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」「
信
州
ア
ル
プ
ス

牛
」「
信
州
ポ
ー
ク
」の
県
内
外
で
の
販
促
活

動
と
㈱
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
と
の
連
携

　

 

販
促
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活
用
や
資
材
作
成
に
よ

り
、関
西
地
域
に
お
け
る「
信
プ
レ
」
ブ
ラ

ン
ド
の
更
な
る
定
着
に
取
り
組
み
ま
す
。

県
内
で
は
、御
嶽
海
関
を
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
し
た
畜
産
酪
農
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

 

ま
た
、特
色
あ
る「
信
州
産
」
牛
乳
、乳
製

品
を
開
発
、販
売
し
ま
す
。

⑵ 

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
飼
料
用
米
流
通

の
仕
組
み
づ
く
り

　

 

平
成
29
年
度
１
，５
０
０
ト
ン
を
目
標
と

し
ま
す
。

⑶ 

Ｊ
Ａ
東
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
と
連
携

し
た
生
産
性
向
上
巡
回
の
継
続

　

 

全
国
本
部
も
共
に
取
り
組
む
中
核
農
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
の
拡
充

⑴ 

東
信
地
域
、伊
那
地
域
で
の
セ
ン
タ
ー
構

想
を
検
討
し
ま
す
。

⑵ 

北
信
、中
信
各
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー

の
機
能
発
揮
を
図
り
ま
す
。

  

県
本
部
生
産
農
場
の
機
能
発
揮
な
ら
び
に

経
営
体
質
の
強
化

⑴ 

八
ヶ
岳
牧
場
は
、年
間
30
頭
の
育
成
牛
買

い
取
り
を
進
め
、20
頭
の
初
妊
牛
上
場
を

目
指
し
ま
す
。

⑵ 

三
岳
牧
場
は
、Ｅ
Ｔ
事
業
を
活
用
し
た
和

子
牛
販
売
年
間
70
頭
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

⑶ 

Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
繁
殖
セ
ン
タ
ー
は
、年
間
２
１
，

８
０
０
頭
の
仔
豚
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

食
肉
処
理
施
設
の
あ
り
方
と
合
意
形
成

⑴ 

県
下
食
肉
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、そ
の

あ
り
方
に
つ
い
て
関
係
者
協
議
に
よ
る

合
意
形
成
を
図
り
ま
す
。

平
成
29
年
度 

畜
産
酪
農
部
事
業
取
り
組
み
方
針

畜産
酪農部

長野県の畜産酪農事業の現状
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１．長野県中央家畜市場上場頭数の推移（頭） 

２．和牛出荷頭数の推移（頭） 

３．Ｆ１出荷頭数の推移（頭） 

４．生乳生産量の推移（ｔ） 

５．肉豚出荷頭数の推移（頭） 

　

全
農
長
野
県
本
部
は
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
子
会
社
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
進
展
を
加
速
化

さ
せ
、
農
業
所
得
の
増
大
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅰ
．  【
自
己
改
革
に
お
け
る
最
重
点
施
策
】　

平
成
29
年
３
月
末
時
点
で
の
総
括

そ
の
１
▼
営
農
支
援
体
制
の
充
実
《
担
い
手
に
対
す
る
出
向
く
体
制
強
化
お
よ
び
労
働
力
確
保
》 

⑴ 

「
出
向
く
体
制
」
整
備
に
向
け
た
対
策
会
議
を
全
Ｊ
Ａ
と
開
催
し
、
品
目
別
（
28
年
度
果
実
）
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
研
修
会
や
指
導
者
会
議
ブ
ロ
ッ
ク
別
検
討
会
等
の
研
修
会
を
通
し
て
若
手
・
中
堅
営
農

指
導
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。
労
働
力
確
保
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に
情
報
交
換
を

行
い
な
が
ら
対
策
を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

⑵ 

Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
肥
料
・
農
薬
の
提
案
型
推
進
を
行
い
、
農
家
戸
別
銘
柄
肥
料
（
Ｂ
Ｂ
「
わ
た
し
の

肥
料
」）
の
利
用
拡
大
、
県
本
部
拠
点
か
ら
農
家
へ
の
肥
料
・
農
薬
直
行
配
送
拡
大
に
よ
り
、
担
い
手
の

多
様
な
施
肥
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
物
流
コ
ス
ト
削
減
の
還
元
を
す
す
め
ま
し
た
。

⑶ 

畜
産
・
酪
農
で
は
新
た
に
生
産
農
場
を
２
農
場
稼
働
し
、
県
本
部
生
産
農
場
で
の
素
畜
供
給
拡
充
や

J
A
と
一
体
と
な
っ
た
営
農
指
導
の
強
化
等
を
通
じ
て
、
素
畜
の
不
足
・
価
格
高
騰
に
対
応
し
生
産

基
盤
の
維
持
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
２
▼
農
業
所
得
の
増
大
《
J
A
・
県
域
に
よ
る
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
削
減
》 

⑴ 

価
格
安
定
の
た
め
各
品
目
で
需
要
に
見
合
っ
た
計
画
生
産
・
適
正
生
産
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
生

産
者
手
取
り
の
確
保
に
向
け
た
様
々
な
生
産
振
興
・
販
売
提
案
を
展
開
し
ま
し
た
。
消
費
地
で
は
積

極
的
な
消
費
宣
伝
活
動
（
対
面
宣
伝
会
：
延
べ
約
７
，
４
７
０
回
実
施
）
を
行
う
と
と
も
に
、
総
合

宣
伝
の
発
信
力
強
化
（
三
山
マ
ー
ク
・
信
州
力
を
使
用
し
た
ロ
ゴ
・
宣
伝
資
材
の
統
一
）
に
よ
る
長

野
県
産
農
畜
産
物
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

⑵ 

生
産
資
材
で
は
、
コ
ス
ト
低
減
や
販
売
力
強
化
に
資
す
る
付
加
価
値
の
向
上
等
、
農
家
・
Ｊ
Ａ
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
製
品
開
発
・
普
及
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
機
の
低
コ
ス
ト
利
用
形
態
と
し
て
、

平
成
29
年
度
本
格
稼
動
に
向
け
た
県
域
農
機
レ
ン
タ
ル
事
業
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

そ
の
３
▼
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
《
地
域
の
生
活
基
盤
整
備
》 

⑴ 

効
率
的
な
事
業
運
営
に
よ
る
地
域
の
生
活
物
流
・
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

よ
る
拠
点
の
再
構
築
に
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
・
子
会
社
等
と
一
体
と
な
っ
た
事
業
展
開
を
図
り
ま
し
た
。

⑵ 

宅
配
・
配
置
家
庭
薬
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
利
用
者
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
実
施
し
、

認
知
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

中
期
事
業
計
画（
平
成
28
〜
30
年
度
）

自
己
改
革
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

Ⅱ
．
各
事
業
別　

平
成
29
年
３
月
末
進
捗
状
況

【
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
】

実
行
具
体
策

28
年
度
計
画

３
月
末
進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
中
心
的
担
い
手
の
育
成
・
支
援

⑴
Ｊ
Ａ
と
県
域
の
出
向
く

　

体
制
整
備

全
Ｊ
Ａ

10
Ｊ
Ａ
検
討
会
実

施

シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
担
い
手
対
応

強
化
に
向
け
た
県
域
推
進
の
強
化

を
進
め
る
。

⑵ 

労
働
力
確
保
情
報
交
換
会
等
の

開
催

４
回

３
回

Ｊ
Ａ
で
の
支
援
事
業
活
用
支
援
を

進
め
る
。

２
．
営
農
指
導
体
制
の
強
化

⑴
担
い
手
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　

も
と
づ
く
指
導
体
制
強
化

６
Ｊ
Ａ

Ｊ
Ａ
中
野
市
、
Ｊ

Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野

で
実
施

進
捗
率
3
割
。
Ｊ
Ａ
大
北
、
Ｊ
Ａ
信

州
う
え
だ
の
取
組
み
を
促
進
す
る
。

⑵
品
目
別
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

　

研
修
会
開
催
（
受
講
者
数
）

20
人

果
樹
３
回

12
／
５　

第
１
回
32
名

１
／
18　

第
２
回
29
名

２
／
14　

第
３
回
20
名

⑶
指
導
者
会
議

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
検
討
会
開
催

20
回

69
回

計
画
達
成
。
次
年
度
計
画
の
樹
立
。

３
．
栽
培
技
術
等
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
推
進

⑴ 

リ
ン
ゴ
Ｍ
９
台
木
の
取
木
繁
殖

技
術
定
着
推
進
と
、
ウ
ィ
ル
ス

フ
リ
ー
化
台
木
生
産

35
千
本

33
千
本

ほ
ぼ
計
画
通
り
の
確
保
が
で
き
た
。

⑵ 

業
務
用
多
収
穫
省
力
化

技
術
研
修
会
開
催

　

①
供
給
先
別
果
樹
多
収
穫
技
術
研
修
会

　

②
業
務
用
野
菜
栽
培
技
術
研
修
会

①
２
回

②
３
回

①
４
回

②
４
回

① 

「
高
密
植
わ
い
化
研
究
会
」
を

設
立
し
た
。

② 

キ
ャ
ベ
ツ
機
械
収
穫
一
貫
体
系

の
実
践
検
証
を
行
っ
た
。

４
．
安
全
・
安
心
な
信
州
農
作
物
の
生
産
・
供
給

⑴
残
留
農
薬
自
主
検
査
の
実
施

１
，
７
０
０
検
体

１
，
６
６
９
検
体

ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
実
施
し
、
29
年

度
も
継
続
す
る
。

⑵ 

ト
レ
ー
ス
産
地
条
件
の
整
備
と

推
進

調
査
･
検
討

調
査
の
実
施

ト
レ
ー
ス
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
調
査
・

検
討
を
進
め
る
。

自己改革の進捗状況について

4

重点事業方針

3



自己改革の進捗状況について

【
生
産
購
買
部
】

実
行
具
体
策

28
年
度
計
画

３
月
末
進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
販
売
と
連
携
し
た
包
材
の
開
発
普
及

⑴ 

段
ボ
ー
ル
原
紙
ア
イ
テ
ム
の

集
約

　
（
累
計
ア
イ
テ
ム
数
）

３
ア
イ
テ
ム

５
ア
イ
テ
ム

小
ロ
ッ
ト
ア
イ
テ
ム
の
整
理
を
進

め
た
。
さ
ら
な
る
集
約
に
向
け
て

継
続
推
進
す
る
。

⑵ 

流
通
か
ら
小
売
ま
で
の
潜
在
的

な
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
包
装
資
材

の
開
発

２
Ｊ
Ａ
で
採
用

２
Ｊ
Ａ
で
採
用

採
用
さ
れ
た
新
形
態
を
他
Ｊ
Ａ
へ

も
紹
介
し
、
別
の
形
態
に
つ
い
て

も
提
案
・
試
験
を
継
続
す
る
。

２
．
肥
料
農
薬
の
担
い
手
推
進

⑴
「
わ
た
し
の
肥
料
」
の
拡
大

２
，２
０
０
ｔ

２
，６
２
１
ｔ

東
信
地
区
を
中
心
に
利
用
農
家
が

拡
大
し
た
。

⑵ 

Ｂ
Ｂ
肥
料
工
場
・
農
家
直
行
方

式
の
拡
大
（
単
肥
と
の
積
み
合

せ
配
送
）

２
，０
０
０
ｔ

２
，５
３
４
ｔ

Ｂ
Ｂ
肥
料
中
心
だ
が
、
単
肥
と
の

積
み
合
せ
の
拡
大
を
図
る
。

⑶ 

担
い
手
向
け
超
大
型
規
格
農
薬

の
メ
ー
カ
ー
・
農
家
間
直
送
の

提
案
推
進

水
稲
剤
４
５
０
ha

水
稲
剤
８
９
５
ha

商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
拡
充
と
低
利

用
大
規
模
農
家
か
ら
の
受
注
拡
大

に
よ
り
目
標
を
上
回
っ
た
。

３
．
農
機
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み

⑴ 

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
県
域
推
奨
型

式
設
定
に
よ
る
取
扱
重
点
化

１
型
式

１
型
式

県
域
推
奨
型
式
研
究
委
員
会
を
立

ち
上
げ
検
討
会
を
実
施
。
ト
ラ
ク

タ
ー
１
型
式
を
決
定
し
た
。
Ｊ
Ａ

か
ら
3
月
末
ま
で
に
予
約
受
注
し
、

5
月
よ
り
組
合
員
供
給
開
始
予
定
。

⑵
中
古
農
機
の
流
通
促
進
、

　

レ
ン
タ
ル
の
事
業
化

検
討
･
施
行

・ 

不
要
農
機
査
定
・

買
取
希
望
調
査

実
施

・ 

レ
ン
タ
ル
事
業

開
始

・ 

今
後
、
協
同
経
営
Ｊ
Ａ
に
お
い

て
不
要
農
機
の
買
取
を
す
す
め
、

段
階
的
に
水
平
展
開
す
る
。

・ 

３
月
に
ト
ラ
ク
タ
ー
２
台
を
取

得
。
事
業
目
的
の
共
有
化
に
よ

る
Ｊ
Ａ
関
係
部
署
と
連
携
し
た

推
進
を
図
る
。

【
生
産
販
売
部
】

実
行
具
体
策

28
年
度
計
画

３
月
末
進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大

⑴
多
収
穫
・
省
力
栽
培
に
よ
る

　

規
模
拡
大

①
コ
ギ
ク
の
生
産
拡
大

②
加
工
業
務
用
野
菜
の

　

拡
大
推
進

①
１
６
５
万
本

②
キ
ャ
ベ
ツ

　

１
，
０
０
０
ｔ

①
２
２
４
万
本

② 

キ
ャ
ベ
ツ

１
，
０
６
５
ｔ

① 

旧
盆
・
秋
彼
岸
出
荷
を
含
め
た

振
興
対
策
実
施
。

② 

省
力
化
を
目
的
と
し
た
収
穫
機

械
導
入
を
進
め
る
。

⑵
計
画
・
適
正
生
産
の
推
進

　

① 

リ
ン
ゴ
早
生
種（
長
果
25
等
）

早
期
産
地
化

　

②
夏
ハ
ク
サ
イ
の
適
正
生
産

　　

③
レ
タ
ス
生
産
力
維
持

①
新
規
１
万
本　

② 

２
２
０
万

　

ケ
ー
ス

③ 

１
，
３
０
０
万

　

ケ
ー
ス

①
１
万
本

② 

２
５
８
万

　

ケ
ー
ス

③ 

１
，
３
１
８
万

ケ
ー
ス

① 

安
定
生
産
技
術
お
よ
び
予
約
生

産
体
制
の
確
立
。

② 

計
画
を
超
過
し
た
た
め
、
数
量
抑
制

の
啓
発
と
作
物
転
換
を
す
す
め
る
。

③ 

次
年
度
の
安
定
生
産
対
策
を
検

討
。

２
．
集
出
荷
対
策
の
向
上

⑴ 

多
様
な
生
産
者
（
大
規
模
農
家
・

法
人
・
系
統
外
含
む
）
へ
の
販

売
企
画
提
案

リ
ス
ト
作
成
・

新
規
４
件

法
人
リ
ス
ト
作
成

 

・ 

果
実
、
き
の
こ
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
数
件
、
提
案
推
進
中
。

・ 

加
工
業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ
の
米
地

帯
へ
の
推
進
は
、
次
年
度
に
向

け
、
本
年
度
の
状
況
を
検
証
し

て
進
め
る
。

・ 

加
工
用
セ
ル
リ
ー
の
継
続
試
験

を
実
施
。
次
年
度
は
実
用
化
に

向
け
た
試
験
を
継
続
す
る
。

３
．
商
品
提
供
力
の
強
化

⑴
多
様
な
販
売
手
法
へ
の
取
組

　

① 

リ
ン
ゴ
長
期
貯
蔵
販
売
の

拡
大

①
８
，
０
０
０

　

コ
ン
テ
ナ

①
１
５
，
０
０
０

コ
ン
テ
ナ

収
獲
基
準
の
統
一
に
よ
る
品
質
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

⑵ 

加
工
・
業
務
需
要
、
輸
出
事
業

へ
の
対
応
強
化

① 

リ
ン
ゴ
輸
出
専
用
栽
培
の
推
進
①
検
討

①
試
験
終
了

行
政
と
と
も
に
結
果
検
証
を
行
っ

て
い
く
。

⑶ 

総
合
品
目
宣
伝
に
よ
る

　

認
知
度
向
上

実
施

実
施

ロ
ゴ
お
よ
び
資
材
を
統
一
、
次
年

度
以
降
、
活
用
促
進
を
引
き
続
き

進
め
る
。

４
．
Ｊ
Ａ
・
県
本
部
一
体
と
な
っ
た
長
野
米
集
荷
推
進
の
実
施
と
販
売
力
強
化

⑴
集
荷
重
量

８
０
，０
０
０
ｔ

７
６
，２
０
０
ｔ

計
画
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
概

算
金
の
増
、
集
荷
奨
励
等
を
通
じ

て
、
出
荷
契
約
数
量
を
上
回
る
集

荷
と
な
っ
た
。

【
生
活
部
】

実
行
具
体
策

28
年
度
計
画

３
月
末
進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
石
油
取
扱
数
量
の
確
保

取
扱
数
量

３
２
４
，
０
０
０
㎘
３
１
９
，
７
２
９
㎘
灯
油
お
よ
び
揮
発
油
の
特
別
対
策
を
実

施
し
て
、取
扱
数
量
の
維
持
を
図
っ
た
。

29
年
度
も
系
統
結
集
に
向
け
た
推
進
に

取
り
組
む
。

２
．
ガ
ス
取
扱
数
量
の
確
保

取
扱
数
量

１
９
，
８
０
０
ｔ

１
９
，
４
８
６
ｔ

供
給
戸
数
減
少
が
続
く
環
境
の
な
か
、

戸
当
た
り
消
費
量
の
拡
大
を
図
っ
て
取

扱
数
量
確
保
に
努
め
た
。
今
後
は
保
安

指
導
の
強
化
と
、
環
境
変
化
に
対
応
し

た
事
業
体
制
構
築
を
進
め
る
。

３
．
自
動
車
取
扱
台
数
の
確
保

取
扱
台
数

３
，
０
０
０
台

２
，
５
５
２
台

営
農
車
を
中
心
に
推
進
施
策
を
展
開
し

取
扱
台
数
確
保
に
努
め
た
。
29
年
度
は

今
後
の
営
農
車
事
業
の
あ
り
方
を
協
議

し
て
県
域
結
集
を
図
る
。

４
．
S
S
協
同
経
営
販
売
数
量
の
確
保

販
売
数
量

９
５
，
３
４
２
㎘

９
６
，
３
２
４
㎘

統
一
及
び
独
自
供
給
促
進
に
取
組
み
販

売
強
化
に
努
め
た
結
果
、
計
画
を
達
成

し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
拡
販
施
策
等

に
取
り
組
む
。

５
．
宅
配
お
ま
か
せ
会
員
戸
数
の
維
持

会
員
戸
数

７
，
８
０
０
戸

７
，
０
４
８
戸

利
用
者
は
高
齢
化
に
伴
い
減
少
傾
向
で

あ
る
が
、
J
A
等
と
連
携
し
、
利
用
者

懇
談
会
や
女
性
部
組
織
の
協
力
に
よ
る

事
業
P
R
を
強
化
す
る
。

６
．
家
庭
薬
配
置
戸
数
の
確
保

配
置
戸
数

９
５
，
０
０
０
戸

９
１
，
５
５
４
戸

配
置
戸
数
は
高
齢
化
に
伴
い
減
少
傾
向

で
あ
る
が
、
健
康
増
進
事
業
と
し
て

P
R
し
、
配
置
体
制
の
確
保
と
J
A
と

協
力
連
携
し
た
推
進
を
行
う
。

７
．
セ
レ
モ
ニ
ー
県
域
施
行
件
数
の
確
保

施
行
件
数

３
，
４
０
０
件

３
，
７
４
３
件

共
同
運
営
斎
場
の
増
加
に
よ
り
施
行
件

数
は
増
加
し
た
。
今
後
も
小
規
模
葬
・

直
葬
へ
の
対
応
を
図
る
一
方
、
セ
レ
モ

ニ
ー
会
員
獲
得
に
向
け
た
新
た
な
メ

リ
ッ
ト
創
出
を
検
討
す
る
。

【
畜
産
酪
農
部
】

実
行
具
体
策

28
年
度
計
画

３
月
末
進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
確
保

⑴ 

空
舎
利
用
に
よ
る
生
産
農
場
の

稼
働

２
農
場

２
農
場
稼
動

J
A
み
な
み
信
州
、
J
A
佐
久
浅

間

⑵
生
乳
出
荷
量
の
確
保

１
０
０
，
０
０
０
ｔ
９
７
，
２
９
１
ｔ

8
〜
11
月
単
月
で
前
年
を
上
回
る

も
、
農
家
戸
数
20
戸
減
少
の
影
響

で
減
産
と
な
る
。

２
．
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

⑴
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の

　

販
売
促
進

２
，
３
０
０
頭

１
，
９
０
９
頭

子
牛
価
格
高
騰
に
よ
る
導
入
頭
数

の
減
。
空
舎
利
用
お
よ
び
集
荷
強

化
に
よ
る
頭
数
確
保
に
努
め
る
。

⑵ 

特
色
あ
る
「
信
州
産
」
牛
乳
・

乳
製
品
の
商
品
開
発
・
販
売

開
発
･
販
売

松
本
山
雅
牛
乳
使
用

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

販
売

真
田
丸
・
御
柱
祭
に
絡
め
た
農
協

牛
乳
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

農
協
牛
乳
、
松
本
山
雅
牛
乳
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
継
続
実
施
す
る
。

３
．
飼
料
用
米
の
流
通
体
制
の
確
立

⑴
流
通
数
量

２
，
０
０
０
ｔ

１
２
，
０
０
０
ｔ

平
成
28
年
産
米
１
，
２
０
０
ｔ
を

確
保
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
流

通
体
制
の
確
立
。

４
．
地
域
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
の
設
置

⑴
進
捗
状
況

１
箇
所
検
討

２
箇
所
検
討

具
体
的
検
討
（
J
A
別
に
課
題
整

理
等
）
に
着
手
し
て
い
る
。

５
．
県
本
部
生
産
農
場
の
素
畜
供
給
機
能
拡
充

⑴
素
牛
販
売
頭
数
（
三
岳
牧
場
）

35
頭

47
頭

優
良
血
統
繁
殖
牛
の
県
内
保
留
拡

大
を
進
め
る
。

⑵
素
子
豚
供
給
頭
数

　
（
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
繁
殖
セ
ン
タ
ー
）

２
１
，
５
０
０
頭

２
１
，
７
７
６
頭

衛
生
対
策
及
び
子
豚
事
故
防
止
に

よ
り
出
荷
頭
数
を
確
保
す
る
。

⑶
初
妊
牛
上
場
頭
数

　
（
八
ヶ
岳
牧
場
）

10
頭

９
頭

県
内
育
成
牛
の
購
買
推
進
と
併
せ
、

中
央
家
畜
市
場
へ
の
初
妊
牛
上
場

頭
数
の
増
加
を
図
る
。
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A-Reports

１
．
主
要
な
業
務
内
容

•
シ
ス
テ
ム
企
画
開
発
業
務

• 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
業
務

の
受
託

• 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
入
力

原
票
の
処
理
業
務

• 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
販
売

業
務

•
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
設
置
工
事

•
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
計
・
構
築

２
．
事
業
方
針

　

全
農
長
野
県
本
部
グ
ル
ー
プ
の
情
報
処
理

専
門
会
社
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
開
発
や
運
用

を
通
じ
て
、
長
野
県
Ｊ
Ａ
の
経
済
事
業
の
発

展
に
寄
与
す
る
事
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
年
度
は
、
ク
ラ
ウ
ド
や
モ
バ
イ
ル
端
末

な
ど
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
シ
ス
テ
ム
開
発

の
企
画
提
案
や
新
基
準
の
運
用
・
保
守
体
系

を
組
み
入
れ
し
、事
業
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

３
．
会
社
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

　

当
社
は
今
年
で
創
立
37
周
年
を
迎
え
ま
す
。

現
在
は
出
向
、
派
遣
も
含
め
社
員
数
は
25
名

と
規
模
は
小
さ
い
も
の
の
、シ
ス
テ
ム
開
発
・

運
用
に
つ
い
て
確
か
な
実
績
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
面
に
お
い
て
も
全
農
長
野
県
本
部

グ
ル
ー
プ
の
各
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と

管
理
、
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
・
サ
ー
バ
等

の
ハ
ー
ド
導
入
を
手
掛
け
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。

　

社
内
の
雰
囲
気
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
、
社

員
で
運
営
す
る
親
睦
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
も
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

４
．
会
社
の
課
題
と
対
応

　

会
社
の
機
能
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
新
技

術
に
対
応
し
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
導
入
や

技
術
研
修
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

事
業
継
承
の
た
め
、
採
用
計
画
を
立
て
、
採

用
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
本
年
２
名
の
新
採

用
職
員
が
入
社
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

事
業
活
動
に
つ
い
て
は
、「
計
画
的
、
組

織
的
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
」
を
合
言
葉
に
、
全

体
計
画
は
事
業
計
画
を
元
に
経
営
会
議
で
優

先
順
位
を
決
め
、
グ
ル
ー
プ
別
に
毎
朝
当
日

行
う
タ
ス
ク
と
、
業
務
の
進
捗
を
共
有
化
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
木
曜
日
に
は
社
内

進
捗
会
議
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
間
で
進
捗
状

況
の
共
有
化
を
図
り
、
大
き
な
課
題
に
つ
い

て
は
企
画
会
議
で
対
策
を
協
議
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
課
題
や
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
定
例
会
を
と
お
し

て
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
法
改
正

等
で
共
通
的
に
シ
ス
テ
ム
対
応
が
必
要
な
事

項
は
、
県
本
部
グ
ル
ー
プ
会
社
の
シ
ス
テ
ム

担
当
者
懇
談
会
を
開
催
し
情
報
提
供
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
各
社
員
の
ス
キ
ル
不
足
で
十
分

要
望
に
お
答
え
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、
ご

期
待
に
添
え
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
が
、

一
歩
一
歩
着
実
に
機
能
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
誠

意
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
指

導
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
長
あ
い
さ
つ

　

当
社
は
、
昭
和
55
年
４
月
11
日
に
長
野
県

経
済
連
の
電
子
計
算
機
に
関
す
る
運
用
業
務

の
受
託
及
び
入
力
原
票
の
エ
ン
ト
リ
業
務
を

行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
設
立
し
て

以
来
、
業
務
を
拡
大
し
て
、
シ
ス
テ
ム
開
発

を
主
体
的
に
担
う
よ
う
に
な
り
、
平
成
７
年

か
ら
は
富
士
通
㈱
販
社
と
し
て
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
販
売
等
に
も
携
わ
り
36
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に
株
主
が
、
長
野
県
経
済
連
か

ら
全
農
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
全
農
長
野
県

本
部
・
グ
ル
ー
プ
会
社
・
関
係
取
引
先
の
皆

様
の
暖
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
今
日

が
あ
る
こ
と
に
対
し
心
よ
り
感
謝
し
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
県
本
部
グ
ル
ー
プ
の
総
合
経
営
管

理
制
の
堅
持
と
系
統
系
経
済
事
業
に
貢
献
で

き
る
顧
客
目
線
に
立
っ
た
シ
ス
テ
ム
開
発
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す

の
で
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

生
産
販
売
部

S
S
協
同
経
営
課

　

全
農
長
野
県
本
部
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営

課
は
４
月
17
日
㈪
、
平
成
29
年
度
の

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
「
第
１
回
協
同
経
営
Ｓ
Ｓ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
全
体
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
に
真
島
茂
夫
副
本
部
長
か
ら
「
事
業
環
境
は

厳
し
い
が
、
お
客
様
へ
の
接
客
を
大
事
に
し
て
生
き
残
る
Ｓ

Ｓ
に
な
る
た
め
に
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ス
タ
ッ
フ
の
手
本
と

な
っ
て
欲
し
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
山
﨑

進
部
長
か
ら
「
生
活
部
長
方
針
」
お
よ
び
重
要
取
組
事
項
「
５

Ｓ
（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
し
つ
け
）
活
動
へ
の
取

り
組
み
」
を
全
体
で
確
認
し
、
改
め
て
仕
事
の
基
本
に
つ
い

て
考
え
る
場
と
な
り
ま
し
た

　

全
体
会
議
で
は
、
平
成
28
年
度
の
総
括
を
踏
ま
え
、
本
年

度
の
事
業
計
画
お
よ
び
取
組
内
容
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と

経
理
・
人
事
労
務
業
務
に
つ
い
て
再
確
認
を
行
っ
た
ほ
か
、

本
年
度
か
ら
取
り
組
む
人
事
制
度
改
革
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
人
事
制
度
に
お
い
て
は
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
お
よ
び
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
、
適
正
な
評
価
と
処
遇
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
へ

の
定
着
を
目
的
に
、
職
務
等
級
評
価
制
度
の
見
直
し
、
個
人

目
標
管
理
制
度
の
導
入
、
嘱
託
職
員
登
用
制
度
の
見
直
し
、

無
期
雇
用
転
換
対
応
と
し
て
の
規
則
改
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

制
度
の
適
正
な
運
用
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
の

定
着
化
に
つ
な
げ
、
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

「
第
１
回
協
同
経
営

Ｓ
Ｓ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

全
体
会
議
」を
開
催

き
の
こ
課

　

全
農
長
野
県
本
部
は
4
月
22
日
㈯
と
23
日
㈰

の
両
日
、長
野
市
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た「
第

2
回
ナ
ガ
ノ
き
の
こ
大
祭
」
に
出
展
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
き
の
こ
大
祭
の
テ
ー
マ
「
愛
で
る
」「
見

る
・
学
ぶ
」
に
合
わ
せ
、「
愛
で
る
」
で
は
段
ボ
ー

ル
で
作
っ
た
き
の
こ
の
巨
大
オ
ブ
ジ
ェ
を
展
示

し
、き
の
こ
の
ぬ
り
絵
が
で
き
る「
き
の
こ
広
場
」

を
作
り
ま
し
た
。「
見
る
・
学
ぶ
」
で
は
当
県
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
き
の
こ
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し

な
が
ら
き
の
こ
の
基
礎
知
識
を
学
べ
る
特
設
サ

イ
ト
を
設
け
、
来
場
者
は
段
ボ
ー
ル
製
の
座
卓

に
座
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
き
の
こ
ク
イ
ズ
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
に
よ
る
「
き
の
こ
の
も

ぎ
取
り
体
験
」、
レ
シ
ピ
サ
イ
ト
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド

の
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
の
キ
ッ
チ

ン
で
公
開
中
の
「
き
の
こ
味

噌
」
の
試
食
、（
一
社
）
長
野

県
農
村
工
業
研
究
所
に
よ
る

「
き
の
こ
の
う
ま
味
ス
ー
プ
」

の
試
食
も
行
い
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
、
長
野
県
産
き
の

こ
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

「
第
2
回
ナ
ガ
ノ

き
の
こ
大
祭
」に
出
展

　

全
農
長
野
県
本
部
生
産
販
売
部
は
、「
県
内
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

強
化
に
役
立
ち
、
た
く
ま
し
い
選
手
が
育
つ
よ
う
に
」
と
長
野
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
を
（
公
財
）
長
野
県
体
育
協
会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

寄
贈
し
た
の
は
長
野
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
２
・
５
ト
ン
、
信
州
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
３
，
０
０
０
本
、
ふ
る
さ
と
の
な
め
茸
茶
漬
け
１
，

５
０
０
本
。
平
成
11
年
か
ら
開
始
し
、
今
年
で
19
年
目
の
取
組
み

で
す
。

　

４
月
26
日
㈬
の
贈
呈
式
で
、
嶌

田
武
司
副
本
部
長
が
県
体
育
協
会

の
林
泰
章
理
事
長
に
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。
林
理
事
長
は
「
毎
年

の
ご
支
援
に
よ
り
、
選
手
た
ち
は

各
大
会
で
活
躍
し
、
戦
績
を
残
し

ま
し
た
。
贈
呈
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
、

有
効
に
活
用
し
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。
嶌
田
副

本
部
長
は
「
選
手
、チ
ー

ム
か
ら
毎
年
お
礼
状
を

い
た
だ
き
ま
す
。
す
ば

ら
し
い
戦
績
に
貢
献
で

き
て
い
る
と
思
う
と
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
今

後
も
、
期
待
を
込
め
て

贈
呈
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

長
野
県
体
育
協
会
に

長
野
米
2
・
5
ト
ン
な
ど
を
寄
贈

林理事長（左）に長野米を手渡す嶌田副本部長（右）

提供先団体
所属団体名 種目

木曽少年相撲クラブ 相撲クラブ
上田西高等学校 レスリング部
飯山高等学校 スキー部
伊那西高等学校 新体操クラブ
軽井沢高等学校 アイスホッケー部
佐久長聖高等学校 駅伝部
佐久長聖高等学校 スケート部
創造学園高等学校 男子バレーボール部
長野東高等学校 陸上部
長野市立長野高等学校 スケート部
東海大学付属諏訪高等学校 男子バスケットボール部
東京都市大学塩尻高等学校 女子バレーボール部
松本第一高等学校 柔道部

株
式
会
社 

全
農
長
野
計
算
セ
ン
タ
ー
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5
月
に
入
り
花
粉
の
飛
散
も
な
く

な
っ
た
の
か
、
私
の
花
粉
症
も
治
ま
り

ま
し
た
。

　

毎
年
春
は
ス
ギ
花
粉
に
悩
ま
さ
れ
る

の
で
す
が
、
今
年
は
花
粉
の
飛
散
も
少

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
昨
年
に
比

べ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
症
状
は
ひ
ど
く
な

か
っ
た
で
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
花
粉
症
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
今
年
シ
ー
ズ
ン
前
に
医
者
に

行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
も
効
果
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
様
々
な
原
因
物
質

が
あ
る
花
粉
症
で
す
の
で
発
症
す
る
時

期
も
い
ろ
い
ろ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
悩

ま
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、
早
め
に
医
者
に

行
き
自
分
の
症
状
に
あ
っ
た
薬
を
出
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
効
果
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
5
月
も
中
旬
に
な
り
、
25
℃
以

上
な
ど
温
度
の
高
い
日
も
出
て
き
ま
し

た
。
ま
た
雨
の
日
も
多
い
気
が
し
ま
す
。

衣
替
え
の
季
節
で
す
の
で
薄
着
に
も
な

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
風
邪
な
ど
引
か
な

い
よ
う
に
体
調
管
理
に
注
意
し
て
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

 

（
K
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 1,510 84 87 
果 実 38 73 70 
野 菜 花 き 579 71 75 
野菜種苗センター 38 120 103 
き の こ 1,197 98 91 
営 業 310 92 98 
生 産 販 売 部 計 3,672 86 87 
包 装 資 材 466 98 93 
生 産 資 材 1,707 111 92 
農 業 機 械 601 98 86 
施 設 住 宅 402 98 85 
生 産 購 買 部 計 3,175 105 90 
畜 産 1,520 121 100 
三 岳 牧 場 44 167 137 
SPF繁殖センター 18 79 72 
酪 農 1,113 105 95 
八 ヶ 岳 牧 場 21 88 97 
畜 産 酪 農 部 計 2,716 114 98 
燃料・ホームエネルギー 2,083 127 116 
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 982 142 134 
生 活 1,085 117 100 
生 活 部 計 4,149 127 114 
長 野 県 本 部 計 13,712 106 97 

平成29年度4月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位:百万円,％)
6月の動き▶

総合企画部

グループ会社定時株主総会

6/22㈭

㈱全農長野計算センター
㈱JAアグリエール長野
㈱マイパール長野
㈱ジェイエイオート長野
長野県農協直販㈱
㈱長野エーコープサプライ

6/26㈪ ㈱長野県食肉公社

6/30㈮ ㈱長野県A・コープ
（一社）長野県農村工業研究所

生産販売部 6/1㈭
平成29年度長野県青果物・
花き取り引き会議
ホテルメトロポリタン長野

生 産 販 売
企 画 課
JA長野県

農産物PR協議会

6/1㈭

信州の旬を楽しもう!
～6月は牛乳月間～
長野市子ども広場じゃん・けん・ぽん

子育て広場を利用する乳幼児と保護者
に牛乳を飲む大切さを説明し、牛乳
200ml パック10本を配布します

生 産 販 売
企 画 課

6/17㈯
野菜ソムリエKAORUと信州の
旬を楽しもうin銀座NAGANO
東京・銀座NAGANO

野菜花き課

実施中～
6/13㈫

春レタスキャンペーン

6/14㈬～
8/17㈭

夏野菜キャンペーン

7/1㈯ 産地応援一斉宣伝会
東京、名古屋、大阪

酪 農 課

6/4㈰
松本山雅FCホームゲーム・牛乳
PRイベント
アルウィン

6/17㈯
牛乳セミナー
小諸市文化センター・文化会館

※詳細は裏表紙をご覧ください

畜 産 課 6/8㈭ 6月期長野県中央家畜市場
長野県中央家畜市場

6月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

6/6㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳月間イベントの様子

6/13㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 運動と牛乳（信州大学　能勢教授出演）

6/20㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳クイズ

6/27㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳セミナーの様子

6/29㈭ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 プラム

（内部販売高含む）

【生産販売部　果実課　河
かわ
合
い
 佑
ゆう
真
ま
】

はじめまして。果実課の河合佑真と申します。
出身は愛知県です。趣味は学生時代から続けて
いる陸上と長野県巡りです！配属されて一ヵ月
が経ち、まだまだ分からないことも多いですが、
任された仕事は精一杯取り組み、一日でも早く
大好きな長野県の農業に貢献できるよう努力し
て参ります。よろしくお願いします！

オススメの温泉は上田市の“ささらの湯”です農薬散布時は「カッパ天国」がおすすめです

【生産資材課　受発注センター　山
やま
﨑
ざき
 真
ま
侑
ゆ
】

はじめまして。生産資材課の山﨑真侑と申しま
す。出身は上田市です。受発注センターの業務
は肥料農薬に関して全農長野の窓口にもなって
いるということに責任を持ち、日々の業務に取
り組みたいと考えております。まだまだ分から
ないことばかりですが一日も早くお役に立てる
ように努力してまいります。ご指導よろしくお
願い致します。

果実課からのお知らせ
信州の巨峰果汁を練り込んだ、地区限定のコロン

〈信州巨峰クリームコロン〉新発売のお知らせ
江崎グリコ株式会社より、〈信州巨峰クリームコロン〉が新発売されました。
JA長野県グループから原料供給した信州産の巨峰果汁を練り込んだクリームが、ワッフルで包まれています。
巨峰のやさしい甘さと酸味が口の中で広がる、信越地区限定のおいしさです。
信州のおみやげにぜひご利用ください。

【商品名】信州巨峰クリームコロン（信越地区限定発売）
【内容量】6箱
【希望小売価格】600円（税悦）

◀ 
５月場所を前に、
御嶽海関に
県産農畜産物を
贈呈しました
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JA全農長野ホームページ http://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」 http://www.ja-town.com
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